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内視鏡システムを用いたマウス吸入麻酔とそのモニタリング





















Mice are laboratory animals currently most used abundantly all over the world. And they are used 
for various research areas including the vascular system.  However, their body size is very small 
so that intubation of the tracheal tube to the small animals is very difficult and development of the 
apparatus for the safety anesthesia is not enough.
Recently, for mouse, the tracheal tube intubation system using endoscope technology was 
developed and sold.  So we evaluated the system using inhalation anesthetized mice and the vital 
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monitoring sysytem.  The endoscope system made the intubation so easy and safety, and their vital 
signs suggested that the ventilator made the inhalation anesthesia safety.
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1. はじめに
「Guide for the Care and Use of Laboratory Animals（邦題 実験動物の管理と使用に関する指針 
第 8版）」[1, 2] が 2010 年に 14 年ぶりに改訂された。今回で第 8版であるが、これは米国科学







































置を行い、その安全性を実感してきた [7, 8, 9, 10, 11]。






メータは、動脈血酸素飽和度（SpO2）、心拍数（Heart Rate; HR）、呼吸数（Breath Rate; BR）な
どの情報で、総じて Vital Signと呼ばれる。動物実験を実施する際には、この Vital Signを監視
する事が重要となる。この事は、上述の「Guide for the Care and Use of Laboratory Animals（邦
題 実験動物の管理と使用に関する指針 第 8版）」にも記載されている（「For anesthesia delivery, 
precision vaporizers and monitoring equipment（e.g., pulse oximeter for determining arterial blood 
oxygen saturation levels）increase the safety and choices of anesthetic agents for use in rodents 











バルビタール（製品名：ソムノペンチル）を用いる事とした [3, 5, 6]。ただし、ペントバルビ
タールは、安価で比較的取り扱いが楽であるが、心機能や呼吸の抑制効果があり、鎮痛効果も
弱い。そこで、今回の実験では、迷走神経抑制効果を有し、心機能の抑制防止や、気管内や唾
液腺からの分泌抑制効果の目的で硫酸アトロピンを併用した [3, 5, 6]。
そこで、まず滅菌生理食塩水で 50 倍希釈した硫酸アトロピン（商品名：アトロピン硫酸塩
0.5mg、田辺三菱製薬）を 0.04mg/kg 右腹部に腹腔内（i.p.）投与し、続いて左腹部に滅菌生理







のであった。外径が 0.5mmで有効長が 55mmの「AE-F05055」と 76mmの「AE-F05076」、外径
が 0.7mmで有効長が 70mmの「AE-F07070」、の 3種類を用意した（図 2）。一方、マウスの気








































































































図 7 小動物用電気バリカンとMouseOX Plusセンサー













用いた。 AE-F05055 と AE-F05076 に関しては、輝度がやや強過ぎて、AE-F07070 よりも少々画
像が見づらい傾向があった。
また、本実験で用いたマウスの体重は 26.4g～ 29.4gであったが、気管の内径は 1mm前後で
ある。そこで実験前に類似の体サイズのマウスを剖検し、最適な気管チューブを検討した。気
管との隙間や長さ、さらにはプローブとの相性などを検討した結果、直径 1.1mm、長さ 48mm



















また、個体毎の前処置ならびに麻酔処置後の Vital Sign の経過に関しては図 10a～eに示した。
吸入麻酔器の回路に接続する前に SpO2 を測定したが、その値は 72.3%から 97.4%であり、自
発呼吸のみで人工呼吸器が不要と思われる個体が 1匹いたものの、5匹（ID；2、3、4、5、6）
の平均値は 81.9%であり、覚醒時よりも低値を示した。
一方、人工呼吸器に接続 1分後の SpO2 は全ての個体で 99%以上を示した。また、その後、接
続 3分後、5分後、10 分後、そして 15 分後に全ての時点において、99%以上を維持していた。
そして、イソフルランを用いて人工呼吸を 15 分間施した間、全ての個体において SpO2 が 99%
を下回る事が無かった。
イソフルランの吸入停止後、1個体（ID；2）は 13 分後、それ以外は 3分後に麻酔回路から
外したが、5匹すべてにおいて呼吸が停止する事はなかった。また、麻酔回路から外した後、全
ての個体において SpO2 値が低下した。しかしながら、低下した個体のうち 3匹（ID；3、5、6）
に関しては、生体が反応し、心拍数や呼吸数の増加と共に SpO2 値も上昇した。ただし、ID；2





















及とその実践が促されてきた。「Guide for the Care and Use of Laboratory Animals（邦題 実験動




であり、そのために様々な努力がされてきた [3, 4, 5, 6]。
実験動物への苦痛の軽減方法の 1つとして、麻酔に関する改善が長い歴史の中で実践されて





































液腺からの分泌抑制効果があり、麻酔時には本薬剤の前投与が推奨されている [3, 5, 6]。一方、
ペントバルビタールは世界中で多用されているが、心機能や呼吸機能の抑制効果があり、覚醒
までの時間も長い。また、ペントバルビタールは性別や週齢、系統などによって効果がばらつ








以内には SpO2 値がすべて 99%を越え、キャリアガスとして純酸素を用いてイソフルランで 15









のモニタリングにおいて随時体表温を測定したが、やはり Vital Signの 1つである体温は他の
Vital Sign同様、常時観察・記録する必要があろう。特に体重に対して体表面積の割合が高いマ
ウスにおいては体温低下は、マウスへの術中の肉体的負担だけでなく、術後の負担も増加させ















ンフラを整備する事で「Guide for the Care and Use of Laboratory Animals 」の第 8版で推奨さ
れている実験動物個々への配慮が達成出来る可能性が示された。
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